
奈良市 第三回ミドルリーダー研修  令和２年１月１０日(金) 奈良市立飛鳥幼稚園 

 

 

 

 

 

≪保育における感情労働≫ 

感情労働…イメージの中で「感情規則」にしたがって感情を制御・管理しながら仕事をしている職業 

保育士は「明るい」「元気」が期待される側面と「冷静沈着」が求められる側面がある。保育者は、子ども

に注意を促す際に真剣な表情を示したり、保護者あるいは同僚とのコミュニケーションの取り方を工夫した

り等、様々な感情を使ってコミュニケーションをとる必要があるところで専門性が求められる。 

          

≪保育士の情動知能の重要性≫ 

保育者は自分自身の感情についてよく知り、よりよくコントロールするスキルを身につける必要がある。 

理由①ストレス軽減やバーンアウト(燃え尽き)の予防 

理由②保育者の感情の在り方が乳幼児期の子どもの発達に影響を与える 

 

≪保育士の組織や仕事の考え≫ 

保育士の「気持ちや立場を大切にしてくれる」配慮型リーダーシップが、“この園が好き”“今の仕事が好

き”など仕事を続けていきたい要因と関係する（厨子・森下、2017）。 

事例１：【初任保育者】子どもの対応を話したいけど言い出せない 

事例２：【中堅保育者】自分が思うような保育をやらせてもらえない 

① それぞれの立場になって、気持ちを代弁してみましょう 

② 対処法を考えてみましょう 

どんな対処法をとりうるか、ミドルリーダーなりに考えてみましょう。 

グループワーク 人と人をつなぐミドルリーダーの役割を考える〜事例を通しての話し合い〜 

 

ミドルリーダーのベースとなる役割 

・人と人とをつなぐ 

・信頼関係を築く 

ミドルリーダーの役割として、コミュニケーションを図ることが大切である。 

 

前回までの研修での気づき 

人と人をつないでいく

ために私たちができる

ことは何だろう…？ 

グループで話

し合った内容

を発表する。 

「協働的なリーダーシップ：日々の対話を大切にするために」 

講師：奈良教育大学 准教授 佐川 早季子氏 

 



【事例１より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事例１ 【初任保育者】子どもの対応を話したいけど言い出せない 

 初任保育者のナオ先生は、クラス担任の経験がある非常勤職員クミ先生とともに、4歳児クラスの担任を受け持つことにな
りました。主担任はナオ先生ですが初任保育者ということもあり、副担任のクミ先生に当初から園生活の流れや具体的な保育
の仕方を教えてもらい、助けられていると感じていました。 
 しかし、最近、気になることがあります。一つはクミ先生の声はナオ先生よりよく通り、子ども達はナオ先生よりクミ先生
の言葉掛けによく反応します。また、クミ先生はとてもよく気がつき面倒見がよいため、困っている子どもを見ると、子ども
が援助を求めてくる前に手を貸してあげたり、子どもが援助を求めてきたらすぐに対応してしまいます。 
 ナオ先生は、子どもたちが自分ではなくクミ先生を頼るようになってきたことに不安を感じる様になりました。また、子ど
もたちに“もう少しがんばってほしいな”、クミ先生には“もう少し見守ってほしいな”と思うのですが、なかなか自分の思い
を言い出せずにいました。 
 ある時、ナオ先生は、遊びが持続しない男児たちのために、段ボールで基地を作り用意しておきました。翌日登園して来た
男児たちは、早速その基地で遊び始めましたが、気づくとクミ先生も入って、男児たちと楽しそうに遊んでいました。ナオ先
生は自分の思いを理解していないクミ先生に苛立ち、悲しい気持ちになりました。 

出典：砂上史子(2017)『保育現場の人間関係対処法』中央法規 

初任保育者ナオ先生の気持ち 

・身近にいるクミ先生に助けて

もらって感謝しているけど、

担任は私なのに… 

・クミ先生は自分より先輩、関

係を崩したくない 

・自分が用意した環境だから自

分が引っ張っていきたい 

・クミ先生に見放されてしまっ

たらどうしよう 

・クミ先生の子ども関わりがク

ラス運営に影響を及ぼしてき

ている    等 

先輩副担任クミ先生の気持ち 

・副担任として自ら気づいて保育の援

助をしたり、子どもの求めに応じて

きちんと対応する 

・見て学んでほしい 

・何かあったらクミ先生から言ってく

れるだろう 

・クラスのこと話をしないといけない

と感じているが初任保育者で余裕が

ないナオ先生に声をかけられない 

  等 

対応ポイント 

・不安を感じているナオ先生から話を

聞いたり保育を直接見たりして状況

を把握 

・クミ先生が疲れていないか、どんな

思いでサポートをしてるか把握 

・園内外の別の保育者に話をする、話

を聞いてもらえる機会をつくる 

・クラス運営、子どものことを定期的

に話し合う機会をもつ 

・双方の保育者に気遣いそれぞれから

様子を聞く    等 

 

ミドルリーダーとしてどんな対処法があるか 

・休憩の時などに双方と話をしてそれぞれの思

いに共感し互いの思いを伝える。仲介する。 

・園長先生に 2人のことの様子を伝える役回り

をする。 

・ミドルリーダーであるが自分のクラスもある

中で全部をするのは難しい。間をつなぐ役割

をする。 

                     

 コミュニケーションをとる際、上下関係がある中では非主張的(相手のことを気にしすぎて自分の思いを伝

えられない)な自己表現に陥りやすいが、アサーティブ(自分と相手の両方を考えて伝える)な自己表現をする

ことで、相手のことも考えつつ、自分の状況も伝えられる。お互い爽やかなコミュニケーションをとってい

くことを意識することが大切。 

参加グループ記録 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者 幼児教育アドバイザー 宮﨑 敦子 

個人ワーク 自分らしいミドルリーダー像を探る 

≪全３回を通して受講された方の感想≫ 

・自分自身がミドルリーダーとして園内でどのような役割をすべきか学ぶことができた。同時に自分らし

いミドルリーダー像はどのようなものか少しずつ思い描けるようになった。 

・他園の先生と話し合って意見を出し合う中で、ミドルリーダーとしての役割の重要性、コミュニケーシ

ョンの大切さを感じたと共に、自身の立場の大切さを考えていく場でもあった。ミドルリーダーの思い

を大切に進めていきたい。 

・グループワークが多かったので、実際に自分の言葉で意見を伝えていく中で、ミドルリーダーとしての

立場で大切なことや、考えが整理され実践することができてよかった。 

・最初はまだまだミドルリーダーなんてと思っていましたが、3回研修させていただいて、前向きに努力

しようと思えるようになりました。 

全３回のミドルリーダー研修を通しての振り返り 

 

① 若手や同僚に対してどんな存在でありたいか（他者視点） 

② 自分の「強み」や「大事にしたい考え方」は何か。 

この２つの交わるところに 

自分らしいミドルリーダー像が 

あるのかもしれない。 

自分らしく、自分自身のやり方で、保育を探求していきましょう！ 

台紙(無地・木)に鉛筆や色鉛筆を使って自分の保育者としての特徴を描いていく 

・「保育者としての自分」の特徴…強味、弱み、得意なこと、鍵となる出来事や影響を受け 

たことを示しながら描く。 

・一体自分はどんな人間？自分らしさやスタイル、大事にしたい考え方、実践してみたい 

ことを描く。 

・「保育者としての自分」の特徴…強み、弱み、等はミドルステージにいる自分のスタイルや実践にどの

ようなインパクトを与えたのか？ 

 

今の自分ってこう

なんだ！ 

私の強みって 

これなんだ。 

私らしいってこ

れだ！ 


